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令和５年度 第１回江南市中小企業振興会議 会議録 

 

●日時 令和５年８月８日（火） 午後２時～午後２時５０分 

 

●場所 江南市役所 第３委員会室 

 

●出席委員 11 名 （敬称略・順不同） 

株式会社林商店 代表取締役          林  康雄 

株式会社グランツハート 代表取締役     松井 浩恵 

江南商工会議所中小企業相談所 所長     大野 真司 

森永乳業株式会社 中京工場事務部 部長   野田 昌宏 

愛知銀行 江南支店 支店長         山田 和宏 

岐阜信用金庫 江南支店 支店長       野杁 隆志 

中部大学 経営情報学部 教授        森岡 孝文 

市民代表                  深尾 俊一 

犬山公共職業安定所 所長          髙居 功一 

尾北民主商工会 事務局長          兼松 勇次 

江南市 経済環境部 部長          平野 勝庸 

 

●欠席委員 ２名 

株式会社綜合家具ヤマケン 代表取締役    山口 貴幸 

愛知県立古知野高等学校 進路指導主事    河合 正幸 

 

 

●事務局  ３名 

江南市 商工観光課 課長          石川 晶崇 

           主幹          駒田 直人 

           主任          佐藤 雅也 

 

●傍聴者数 ０人 

 

●会議次第  

１．あいさつ 

 ２．議事 

 ３．意見交換 

 ４．その他 

 

●配付資料 

 次第 

 江南市中小企業振興補助金について                【資料１】 

企業紹介冊子の掲載企業と今後の方針等について（案）      【資料２】 

江南市中小企業等エネルギー価格高騰対策支援金について     【資料３】 

事業承継支援について                     【資料４】 
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●会議録 

 

（午後２時 開会） 

 

■次第１．あいさつ 

 

■次第２．議事 

議長 

 それでは、議事に入らせていただきます。議事（１）中小企業振興施策について

①から④までを、事務局から一括で説明をお願いします。 

 

（事務局） 

 資料１～４に基づき説明する。 

  

委員 

 資料１の江南市中小企業振興補助金について、就職説明会に参加した場合に補助

を行う補助金だが、名称がわかりづらいと感じる。また、今後、補助対象を広げる

ことができればニーズも高まると思うがどうか。 

事務局 

 制度の名称についてですが、今後いろいろな支援策の拡充を見据えた名称となっ

ております。また、今後、この会議等において委員の皆様と共に新しい制度の拡充

に向けて具体的な検討を行っていきたいと思っております。 

 

委員 

 資料１の江南市中小企業振興補助金について、進捗状況において実績が４件とな

っているが、問い合わせや申請についての依頼があり、お断りをしたケース等はあ

るか。 

事務局 

 今のところ申請実績のあった企業以外からの問い合わせ等はありません。今回４

件の実績は、すべて尾張五市商工会議所就職・転職研究フェアに参加した企業から

の申請でした。このフェアに参加した企業のすべてから申請があったわけではあり

ませんでしたので、今後も江南商工会議所と連携し周知に努めていきます。 

 

委員 

 自分の方から申請するという動機付けがないとなかなか難しい。昨年度は実績０

件であったが、今年度は７月までに４件の申請があったことを考えるとこの動機付

けをうまく行うことができれば、今後のイベントでの活用も増えてくるのではない

かと思う。周知徹底に力を入れてほしいと思います。 

 

委員 

 資料３の江南市中小企業等エネルギー価格高騰対策支援金について、現在の申請
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件数、支払実績を教えてほしい。また、この事業は地方創生臨時交付金を活用して

いると思うが、予算についての積算方法と、予算が余った場合はどうなるのか教え

てほしい。 

事務局 

 申請件数については、これまでにおおよそですが 100 件ほど申請がありました。

支払実績については、現在、３件分の支払処理が終わっており、今後は、支払件数

も増えていく予定です。また、市広報や江南商工会議所ニュースへ掲載をしたため、

これから申請件数も増えてくるのではないかと思っています。 

予算についてですが、この事業は地方創生臨時交付金を活用しており、国の統計

調査である経済センサスから、市内中小企業数を算出し、そこから、これまでの補

助金等の実績や対象とならない企業を考慮した上で、全体の７割である約 2,000 件

分の予算を計上しました。また、この事業において、予算が余った場合は、地方創

生臨時交付金を活用している他の事業へ充当されるため、国へ返還することはない

と考えています。 

委員 

 この支援金は多くの事業所が対象となり、みんな申請したいという意向はある。

また、申請も簡単であり、オンラインでの申請も可能であるため、非常にありがた

い。昨年度の事業継続応援金などにより、商工観光課に行く機会が増え、事業者に

とって商工観光課が身近な存在になってきていると聞いている。今後もこういう事

業をどんどんやってもらいたい。 

事務局 

 ありがとうございます。できるだけ多くの方にこの支援金を利用していただきた

いと思っておりますので、また何かの機会にご紹介いただければと思います。よろ

しくお願いします。 

委員 

 この支援金のホームページにおいて、申請に必要な添付書類が少しわかりづらい

ように思う。例えば添付書類の例示が記載されているとわかりやすいのではないか

と思うがどうか。 

事務局 

 添付書類においては、申請チェックシートへ例示なども含め掲載しており、チェ

ックシートを確認いただければ、わかるようになっています。 

委員 

 申請チェックシートへ掲載しているとのことだが、やはりわかりにくいのではな

いかと感じます。ホームページの事業のトップページに多少加えてもいいと思う。

検討してほしい。 

事務局 

 なるべく見やすくなるようにしていきたいと思います。 

委員 

 エネルギーの支払実績を証明できない場合でも 1 万円を交付してもらえるのは、

親切な気がします。 
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委員 

 女性の個人事業主の方々に、なかなか情報が届いていないのではないかと感じる。

例えば、説明会を開き、補助金などについて広く説明する機会があるとよいのでは

ないかと思いました。 

委員 

 女性の個人事業主への周知について、例えば女性の起業家のフォーラムなどの場

を商工会議所などと一緒になって作ってあげると、知らない人同士で情報交換でき

る。単なる宣伝だけではなく、場を設定する方法もよいと思いました。 

委員 

 周知方法について、ゴミの収集活動中にテープなどで市からのお知らせを行って

いたのを聞いた。あれはすごく良いと感じました。 

委員 

 ゴミの収集活動での周知は、聞きたくなくても聞いてしまうので周知効果が高い

と思うが、あとは費用の問題があるのではないかと思う。 

事務局 

 ありがとうございます。ご提案いただいた方法も含め、効果的な周知方法につい

て一度検討したいと思います。 

 

委員 

 資料４、事業承継支援について、これから実施していくと思いますが、事業承継

自体は１回の個別相談で終わるものではないと思います。この支援は将来的にどの

程度のものを想定しているのか。 

事務局 

 この事業承継支援についてですが、相談できず１人で悩んでいる事業者も多いと

のことから、事業者が気軽に相談できる機会を作り、早期に事業承継に取り掛かる

きっかけを作れればと思っています。そのために、公的機関である愛知県事業承継・

引継ぎ支援センターへ依頼し、個別相談会を江南市で開催したいと考えています。

また、個別相談における相談料は無料の予定です。 

委員 

 相談料は無料とのことだが、この個別相談会後の具体的な相談は、別途専門機関

に引き継ぐことを想定しているのか。 

事務局 

 愛知県事業承継・引継ぎ支援センターの業務内容としては、事業承継に関するご

相談や引き継ぎにおける譲渡企業等を見つけるためのマッチングの支援をおこな

っておりますので、必要に応じて企業の紹介などを行っていくことになると思いま

す。また、その後の費用については、負担があるのではないかと考えられます。今

後、愛知県事業承継・引継ぎ支援センターと打合せ等を行う予定ですので、その結

果を報告します。 

委員 

 支援内容や費用の有無について、イメージ図などがあると相談しやすくなると思

います。 
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委員 

 事業承継について、完了するまでにはどれだけのプロセスがあり、誰にどのよう

に相談して、どこに費用がかかるのかなどを相談者の方に最初に提示できるとよい

のではないかと思います。 

委員 

 事業承継が進まないのは、第３者への引継ぎ、いわゆる従業員への引継ぎの場合

は株の移転が伴うこと、Ｍ＆Ａとなれば手数料などもかかってくる。この資金を自

己資金で賄える方は少なく、専門機関や金融機関からの支援が必要となってくる。

相談できる場ができることはいいことだが、フローチャートなどを用意して、最終

的にはお金がかかることを最初から認識してもらうことが大切だと思います。また、

Ｍ＆Ａばかりだと、江南市の企業が減少することになるため、なるべく企業を減ら

さないように金融機関なども含め、企業をサポートしていくことも重要だと思いま

す。 

委員 

 最近Ｍ＆Ａ関連会社が営業でいろいろな会社に来ているというような話を聞き

ます。営業に来ている会社が信用できる会社なのかどうか心配されている企業もあ

ると思います。そのため、公的な機関にＭ＆Ａについて相談できる機会ができるこ

とはいいことだと思います。 

事務局 

 今後、愛知県事業承継・引継ぎ支援センターとの打合せを予定しておりますので、

確認しておきます。また、支援内容について、相談を検討する方にわかりやすい形

でご案内できるように準備しておきます。 

 

議長 

中小企業の振興施策の①から④について、いろいろなご意見をいただきましたが、

事務局で検討していただき、対応については事務局と会長に一任ということで良い

でしょうか。 

（委員より異議なし） 

 

議論も尽きたようですので、本日の議事については以上で終了したいと思います。 
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■次第３．意見交換 

議長 

 続きまして、次第の３、意見交換について、事務局より何か補足があればお願

いします。 

事務局 

 意見交換につきましては、特にテーマ等は設けておりませんので、今日の議題

に関することや、その他のことでも結構です。中小企業振興につきまして、ご意

見がありましたらいただきたいと思います。 

皆様がお集りのこの機会に、中小企業振興について自由に意見交換していただ

きたいと思いますので、よろしくお願いします。 

議長 

先ほどいろいろなご意見が出ておりました。特に、他にないようですので、意

見交換については終了したいと思います。 

 

 

■次第４．その他 

議長 

 続きまして、次第の４、その他について、事務局から説明をお願いします。 

 

（事務局） 

 口頭により今後のスケジュールについて説明する。 

 

議長 

 ただいまの事務局の説明について、ご意見、ご質問がありましたらお願いしま

す。 

 特にご意見等はないようですので、進行を事務局にお返しします。 

 

事務局 

 これをもちまして、令和５年度第１回江南市中小企業振興会議を閉会させてい

ただきます。 

 

（午後２時 50 分 閉会） 


